
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №96 

市議団ニュース 

 

連 絡 先           2015年５月１７日号 

杉野 修   58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  平間益美 23－9519 

【議員団控室（市役所4F）の住所・久喜市下早見８５－３】  

「日本共産党久喜市議団ブログ」更新中です 

 

み
ん
な
で
止
め
よ
う
！
戦
争
立
法 

今
国
会
で
の
成
立
を
目
ざ
す
一
連
の
安

全
保
障
法
制
に
つ
い
て
「
自
衛
隊
と
米
軍

の
協
力
関
係
は
強
化
さ
れ
、
日
米
同
盟
は

一
層
堅
固
に
な
る
。
戦
後
初
め
て
の
大
改

革
だ
。
こ
の
夏
ま
で
に
成
就
さ
せ
る
」
と

し
て
い
ま
す
。 

民
意
と
か
け
離
れ
た
、
自
民
党
・
公
明

党
の
暴
走
政
治
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。 二

度
と
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
わ
が
子
や
孫
を
戦
争
の

犠
牲
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

日
本
共
産
党
は
、
日
米
安
保
条
約
を
破

棄
し
、
そ
れ
に
代
え
て
、
日
米
友
好
条
約

を
締
結
し
、
真
の
対
等
・
平
等
・
友
好
の

関
係
を
つ
く
る
こ
と
に
こ
そ
、
２１
世
紀

の
日
米
関
係
の
未
来
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

広域利根斎場組合 

平成２７年度定例議会開催 

 

2015年３月 15日、平成 27年度予算を議

題とする第一回定例議会が開かれました。

斎場組合は、加須市、久喜市、幸手市、宮

代町で構成され組合議員は 17名です。 

財政は、建設に係る経費を人口(70%)と定

率(30%)割で、運営に係わる経費を人口

(40%)利用件数(40%)定率(20%)割で分担し

合っています。 

久喜市は合わせて、4609 万円、前年度

4631万円で約22万円少なくなっています。

予算総額は２億 3610 万円です。主な支出

は、火葬の委託料として 9000 万円火葬炉

改修 1100万円、積立金 2500万円などです。

年間利用者数は、平成25年度死亡件数3503

人中 3115 人が利用されています。利用に

際してのご意見ご要望を是非お寄せ下さ

い。 

 

 

安
倍
首
相
は
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
「
海
外

で
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
日
米
軍

事
同
盟
の
強
化
・
推
進
を
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に

約
束
し
ま
し
た
。 

戦
争
立
法
は
多
く
の
国
民
が
反
対
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
民
意
無
視
の
暴
走
は
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

平
和
憲
法
の
縛
り
を
ほ
ど
き
、
米
国
と
共
に

す
る
行
動
の
範
囲
を
広
げ
る
。
日
本
の
法
改
正

が
後
回
し
に
な
ろ
う
と
も
、
対
米
関
係
の
強
化

を
優
先
し
た
こ
の
行
為
は
絶
対
に
許
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指

針
」
（
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
は
米
国
な
ど
に
対

す
る
武
力
攻
撃
へ
の
共
同
対
処
を
明
記
す
る

と
と
も
に
、
地
球
規
模
で
自
衛
隊
が
米
軍
に
協

力
し
、
従
来
の
「
戦
闘
地
域
」
ま
で
行
っ
て
、

軍
事
支
援
を
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。 

自
衛
隊
が
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
参
戦
し
、

「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
」
戦
闘
を
行
う
と
い
う
憲

法
９
条
破
壊
の
共
同
戦
争
計
画
を
明
記
し
て

い
ま
す
。
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
へ
の
大
転

換
を
、
国
会
で
の
議
論
も
な
い
ま
ま
、
国
民
へ

の
説
明
も
な
い
ま
ま
、
ア
メ
リ
カ
に
約
束
す
る

と
い
う
の
は
、
日
本
の
独
立
と
主
権
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
も
の
で
す
。 

連
休
明
け
に
も
国
会
に
提
出
し
、
数
の
力
で 

 

「
新
３
要
件
」
に
合
致
し
て
い
る
か
判
断

す
る
の
は
時
の
政
権
の
一
存
で
あ
り
裁
量

で
い
く
ら
で
も
広
が
る
。 

こ
れ
ま
で
は
「
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃

が
な
い
も
と
で
の
武
力
行
使
は
許
さ
れ
な

い
」
と
し
て
い
た
。 

*

新
３
要
件
と
は
、 

①
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に

対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ

り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の

生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根

底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
こ

と ②
こ
れ
を
排
除
し
、
我
が
国
の
存
立
を
全

う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
に
他
に
適
当
な

手
段
が
な
い
こ
と 

③
必
要
最
小
限
度
の
実
力
行
使
に
と
ど
ま

る
べ
き
こ
と 

    

問
題
① 

米
国
が
イ
ラ
ク
戦
争
の
よ

う
な
戦
争
を
始
め
た
際
に
「
戦
闘
地

域
」
ま
で
行
っ
て
軍
事
支
援
を
す
る
。 

こ
れ
ま
で
は
派
兵
先
は
「
非
戦
闘
地

域
」
に
限
定
し
て
い
た
。 

問
題
② 

形
式
上
「
停
戦
合
意
」
が

あ
っ
て
も
戦
乱
が
続
く
よ
う
な
地
域

で
自
衛
隊
が
武
器
を
持
っ
て
治
安
維

持
活
動
に
参
加
す
る
。 

こ
れ
ま
で
は
、
国
連
が
統
括
し
、 

自
己
防
護
に
限
定
し
て
い
た
。 

問
題
③ 

日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な

い
の
に
集
団
的
自
衛
権
を
発
動
し
米

国
の
戦
争
に
参
戦
す
る
。
米
国
が
違

法
な
先
制
攻
撃
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
否
定
し
な
い
。 

 

 

自衛隊の閲兵式に臨む安倍首相 

許
す
な 

戦
争
立
法
！ 

 
 
 

守
れ 

平
和
憲
法
！ 

 

こ
こ
が
問
題 

戦
争
立
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利根川栗橋流域水防事務組合 

平成２７年度定例議会開催 
2015年 3月 23日平成 27年度予算

を議題とした定例議会が開かれま

した。 

水防組合は、久喜市、幸手市、杉

戸町、春日部市、五霞町で構成され、

組合議会議員は２４名。人口と面積

に応じて分担金を出し合い総額７

百万で運営しています。久喜市は

1,716,100 円今年度の予算総額は、

繰越金を含め 12,040,000円です。 

主な予算支出は、利根川の水位が

基準以上に達すると水防団が出動

します。その際の水防事業や訓練費

用です。今年度は水防無線を撤去し

デジタルトランシーバーなど３６

台購入することになりました。 

予算の他に、基金が約 589万円あ

ります。 

 

 

生
ご
み
ゼ
ロ
、
粗
大
ご
み
再
生
で
最
小
の
焼
却
炉
に
！ 

問われるごみ処理施設の規模と減量計画 
  

衛
生
組
合
で
は
、
現
在
３
セ
ン
タ
ー
で

焼
却
な
ど
の
中
間
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
施
設
の
老
朽
化
対
策
問
題

が
あ
り
、
補
修
を
重
ね
な
が
ら
本
体
の
全

面
建
て
替
え
と
な
る
と
、
大
き
な
費
用
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
「
３
か
所
建
て
替
え

よ
り
も
１
か
所
の
方
が
安
く
済
む
」
と
い

う
財
政
的
な
理
由
が
施
設
統
合
の
動
機

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

団
ニ
ュ
ー
ス
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き

た
通
り
、
久
喜
宮
代
清
掃
セ
ン
タ
ー
の 

周
辺
地
域
で
は
、
建
て
替
え
に
住
民
か
ら

の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、「
移
転
先
さ
が
し
」

が
行
き
詰
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
こ
へ
菖
蒲
セ
ン
タ
ー
周
辺
住
民
か

ら
「
菖
蒲
セ
ン
タ
ー
の
拡
大
・
建
て
替
え

を
『
市
民
の
森
整
備
』
と
セ
ッ
ト
で
土
地

を
提
供
す
る
」
と
い
う
案
が
出
さ
れ
、
現

在
、
久
喜
市
の
単
独
事
業
と
し
て
進
行
し

て
い
る
も
の
で
す
。 

                 

合併後の久喜市には、久喜宮

代衛生組合が運営する中間処理

施設が３か所にあり、（久喜宮

代、八甫、菖蒲）これらを菖蒲

の１か所に統合する計画が進行

しつつあります。その周辺には

「市民の森」を整備の予定。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２
月
議
会
で
は
、
施
設
の
統
廃
合
を
視

野
に
入
れ
た
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
を

策
定
す
る
「
ご
み
処
理
検
討
委
員
会
条
例
」

案
と
、
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
、

「
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
金
条
例
」
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

審
議
の
中
で
、
現
在
の
ご
み
処
理
基
本

計
画
を
土
台
に
し
て
計
画
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
肝
心
の
「
更

な
る
分
別
の
推
進
に
よ
る
ご
み
の
減
量
」

を
想
定
し
た
計
画
が
不
透
明
で
す
。 

焼
却
炉
の
規
模
は
小
さ
く
！ 

 

ま
た
、
党
議
員
団
が
提
案
す
る
「
粗
大

ご
み
は
「
焼
却
か
ら
修
復
・
再
利
用
へ
」

を
実
践
し
て
い
く
な
ら
、
将
来
は
、
大
型

焼
却
炉
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検

討
委
員
会
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
レ
ベ
ル
で

の
幅
広
い
学
習
と
討
議
の
場
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
建
設
で
影
響
を
受
け
る
心

配
の
あ
る
地
域
住
民
に
は
、
説
明
や
報
告

が
さ
れ
て
お
ら
ず
問
題
で
す
。 

            

 

 

 

会
派
代
表
が
理
科
大
問
題
で

市
に
申
し
入
れ 

 
 

３
月
３１
日
、
議
会
各
会
派
（
新
生

久
喜
、
公
明
党
、
共
産
党
、
市
民
の

政
治
）
の
代
表
者
は
、
東
京
理
科
大

学
が
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
撤
退
を

進
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
久
喜

市
の
方
針
に
関
し
て
、
協
同
し
て
田

中
市
長
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

①
（
売
却
・
開
発
に
つ
な
が
る
）「
用

途
変
更
は
市
と
し
て
行
わ
な

い
」
と
い
う
姿
勢
を
堅
持
す
る

こ
と
。 

 

②
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
教

育
施
設
以
外
は
認
め
な
い
。 

③
変
化
が
あ
っ
た
際
に
は
、
議
会
に

対
し
、
速
や
か
に
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
。 

 

市
長
は
、
申
し
入
れ
内
容
に
同
意

を
示
し
ま
し
た
。 

            

 

菖
蒲
高
校
跡
地
の
整
地
が
進
む 

 

久
喜
市
１
市
３
町
の
合
併
以
前
か
ら

廃
校
に
な
っ
て
い
た
埼
玉
県
立
菖
蒲
高

校
の
跡
地
を
、
久
喜
市
が
県
か
ら
購
入

し
、（
建
物
解
体
費
等
相
殺
し
３
３
５
０

万
円
）
よ
う
や
く
今
年
、
４
月
か
ら
整

地
が
進
み
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
方
た

ち
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
運
動
公
園
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
菖
蒲
地
域
の
運

動
会
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

統
廃
合
の
「
理
由
」
は 

統
合
へ
の
課
題
は
多
い 

新焼却炉建設 

平成２３年 久喜宮代清掃センター 菖蒲清掃センター 八甫清掃センター ３センター計 新施設の予定能力 

家庭系ごみ  ２７，４２６トン  ５，２７１トン １６，１８５トン  ４８，８８２トン ******************* 

事業系ごみ   ５，３０１トン  １，６３２トン  ２，４１５トン   ９，３４８トン ******************* 

年間処理量  ３２，７２７トン  ６，９０３トン １８，６００トン  ５８，２３０トン  ５４，７５０トン 

 

処理場のピット（ごみ置き場） 

と巨大なクレーン 

 

菖蒲高校の跡地全景 

お
知
ら
せ 

２
題 

各センターの実績と将来計画 


